















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































B七 チ ュ ーヌルクグヮチヤガンヌ今日の六月やがん<祭式名＞の
八 ウフウユミド大折 目こそ
九ウチナーガナシカラ沖縄加那志く国王＞から





三イチトンヌミクサジ五殿の神酒 作 事 〈 役 職 名 ＞
三サ ト ヌ シニトジキワタチ里主に届け渡して
西ギ レー ラチアヤブール 造らせてあります
















































天ナンチン ハ ラ マ チ た くさん孕ませて
完ウタビンソーラバ 下さったなら
皀スユイティンガナシーメーウジョウノウ首里天加那志前〈国王＞への御上納を











































三 ク ヌ シ マヌイナグこの島の女
壼イキガヌ 男が






























交ルクジ ュウデールルズリー六十 代 が 皆 揃 い






























莞 ウ ン ヌカタンデその形<代わり＞といって
合ウタピンソーユグトド下さいましたので






















ヘイヤ リ ユ シ ラ へ イヤリユシラ
ニウチマナイカワテ うちま成り変わって
ヘイヤリユシラ〈以後は略＞ヘイヤリユシラ
三 マ チ ガ イーニウガマサイまちく部落＞の上に拝まして
四 マチガイーニテジラサイまち の 上 に 手 摩 ら し て
五デーヒャクサ マ デ チ キ ー ル ウ ン シ ャ クドーさあ百歳まで付ける御神酒だよ





















































一よなぐすこた ヌみ きよ 与那 城貴み人
二く れを つちへきやすばくれをつちへきやすぱ
三おき孫にやれどもおき孫であるけれども
四 な ま 孫 にやれどもなま孫であるけれども
五五つ人やれども五つ人である けれども
六七つ人や れ ど も 七 つ 人 で あ るけれども
七 うき よ大ぢにいきよわれて大祖先にい乞われて







































五イラデ取 テ 選 ん で 取 っ て
六スステ取テすすて<選んで＞取って
七 ヤ ヒ ジヒジ八鬚々を
八ヒジアカチ鬚分かして
九トヒジヒジ十鬚々を
















































































七イジュク欲サティーチ欲サいじゅ く 〈 船 ＞ 欲 し い 一 つ 欲 し い
は
八御船ハジキタリ御船を接 い で 上 げ た
九イジュ クハジキタリいじゅくを接いで上げた
B己大和旅デーヌブラ大和旅さあ上ろう





























































































































































六ヒーワガタテマユシテクウヒー 我 が 立 て 馬 を 寄 せ て 来 い
七 ヒー ナンジヤクラフイタテリヒー銀鞍を振り立てよ
八ヒークガニクラウシタテリヒー黄金鞍を押し立てよ
九ヒーハナピフワヤデグヌチユヒー は な び ふ わ は で ぐ の 糸














































































四 アグ イガタウ顔カタ鐙形 は 御 太 陽 形
五ウクラガタ ア グ ン ガ タ 御鞍形は鐙形










ゆ ま ぎ り ぬ る



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































五 ふ － だ り－がふざちば－稲垂れの穂先を




己まちりみち （祭道）ぎれ－わち祭 り 神 酒 を 造 っ て
二 いまうゑ－道ぎれ－わち飲み 神 酒 を 造 っ て
三すゆみちようむりぐゎ－ぬスユミチヨ思い子の
三なでじゅ－ぬなでいしだけ－撫ですぐ桑の実＞の撫です酒






























六 ま み ちからまんぢゅから真 道 か ら 真 溝 か ら
七あみぐりぬいこ－ふどうやら一雨ぐりに行き逢ったなら
八かざぐりぬいこ－ふどうやら一風ぐりに行き逢ったなら






















































































































































































































































































































































































































































































































(1)一き－ と う ま － 今 日 の 日
二なみうぃが－ 今の吉日
三お－ひや－ひオーヒヤーヒ





























































































































































































































































































































































































































五いいをう い （ 同 年 ） が な れ － 同 じ折になると
六いぬちち（同月）がなれ－同じ月になると
七まちりみち（祭道）ぎれ一(築)わち祭り神酒を造って





































































































































































(9)吾あきとま－がなれ－明けどま に な る と
垂あきさゐ－がなれ一明け去りになると












































九くまがをへに や れ ど も








































































異 な で す 酒盛やがな
男けも〉酒 盛やがな
(10吾あけどまがたシば
茎あけさいがならば
三やらつめの真庭に
二まきよが屋帆ひくひく
舌くだの屋帆ひくひく
妻そい桶たてめしやうちへ
異ごへらたてめしやうち
(ll)君なよこもり御前
美くすらわい御前
粟国島のヤガン折目
ガダノコに歩まして
きくの花大あす
きくの枝高あす
移り遊びなさって
渡り遊びなさって
ガダノコの御前から
コバモリの御前から
あさせのであるから
せんまいであるから
浦行き逢いなさって
せん行き逢いなさって
黄金壺大あす
銀壺高あす
撫です酒<桑実酒＞を盛りながら
木桃酒を盛りながら
明けどまが立ったら
明け去りになったら
ヤヤツメの真庭に
まきよく部落＞の弥帆を引く引く
くだく部落＞の弥帆を引く引く
そい桶を立てなさって
ごへらく桶＞を立てなさって
ナヨコモリ御前
クスラワイ御前
せん行き逢いなさって
浦行き逢いなさって
肝栄えて遊んで
心栄えて遊んで
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亮せんいきやわいめしやうちへ
否うらいきやわいめしやうち
壷きもはいて遊で
杢あよはいて遊で
二の義が全然わからないが、（1)はキが、（1)はキートマー〈オーヒヤーヒ＞(2)に相当している。五・六の
「五つ人・七つ人」は「五つ瓶子･七つ瓶子」の義であろう。（2)はキートマー〈オーヒヤーヒ＞
(3)に相当している。七・八の「うきよ大ぢ・おきよそい」とは与那城貴み人のような政の側の
●
代表をさすであろう。（3)は政の側の大先祖や村人たちに拝まれることを述べている。（3)はキー
トマー〈オーヒヤーヒ＞(4)に相当している。（4)はリージウムイ(3)に相当している。島の北の端
のヤガンの神(けもも司前)を祭る御嶽の前に祭場を設営したことを歌っている。「はひら司前」
●●●●● ●●●●
は新出であるが、けもも司前の対語である。（5)はそよめきすなわちスイミチが｢石清ら」（粟で
あろう）を蒔き収穫して神酒を作る過程を歌う。この神酒を準備する条はオナイジャクオモリ
粟国島のヤガン折目
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(2)にかなり共通している。(6)はガダヌク御嶽･クバ杜に神迎えすることを歌っている。(6)はリー
ジウムイ(2)とキートマー〈オーヒヤーヒ＞(6)に相当している。二・二が未詳であるが、（7)はス
イミチが神招ぎのための赤ら屏風（幕）を張りながらガダヌク御嶽に神を迎えることを歌って
●●●●●●●●
いる。（7)は(6)をさらに詳述したものである。里・豐のあさせの・せんまいが未詳であるが、楽
●●
人と神が島の北の端の浦で出会ったことを歌っているようである。あすの義が未詳であるが、
(9)は神酒奉献を主題にしている。（9)はリージウムイ(4)やキートマー〈オーヒヤーヒ＞(7)に相当
している。二・垂はリージウムイ(6)の天～里と共通するが、(10全体はリージウムイ(7)とキート
●●●●●●
マー〈オーヒヤーヒ>(10)に相当する。そい桶．ごへらは神酒の容れ物であろう。「くすらわい御
●●●●●●●
前」は未詳である。なよこもり御前の対語とすると楽人の意であるが、それ以後の神歌（キー
トマー〈オーヒヤーヒ＞父･召やリージウムイ奎・茜など）をみるとヤガンの神のことらしい。
(IDは楽人とヤガンの神が島の北の浦で出会ったことを歌っている。なお、リージウムイ(9)･キー
トマー〈オーヒヤーヒ>(12)のような神送りの条がない。
可変部と不変部以上、戦後の神歌、戦前の神歌そして近世中期の神歌をみてきた。その変
遷の様相は容易に把握しがたいが、神歌の基本的な構造はもとより用語までが意外と変わって
いないことに気付く。変わっている部分にも注目すべきかもしれないが、戦後の急速な神事の
衰えを念頭においたとしても、現行の神歌は戦前に採集した神歌につながり、その先行歌謡が
近世中期に編集した古い神歌に通じているのは、驚嘆に値いする。
神歌の多くは神迎えに力点をおいている。神招ぎに熱心で、神酒を奉献し、神遊びを讃えて
いるのである。
結び
海彼の神の来訪以上、ヤガン折目の由来證と儀礼と神歌をみてきた。由来潭はヤガンの神
を悪神としているが、儀礼や神歌をみると村人に全ゆる幸を与え、歓待される善神である。神
の威力を強調するあまり畏怖すべき存在になったものであろう。ヤガンの神は山の神だという
が、北風に吹かれて海彼から来訪していると考えられる。今日の儀礼はかなり衰退しているが、
かつては楽人たちに嗽され、神酒を供えられながらヤガン御嶽から神の道行きをしたようであ
る。由来讃と神歌をみてもこの神迎えに最大の関心がはらわれている。これに対する神送りの
儀礼は八重大中であっさりと済まし、神歌でも最後の段で神送りをしている程度である。ニシ
ヌヒータの最後が渡海安全を歌っているのは、主神が海彼の神の国へ帰ることを示している。
この神迎えと神送りを最も集約した神事芸能が、ノロたちのよびかけに応じながらニシヌヒー
タを歌ってスイミチ座からノロ座に向かい、そしてチーグ座に移動する神遊びである。スイミ
チ座はすなわちヤガン御嶽であり、ここから神が道行きをはじめて八重大中に向かうが、その
八重大中がノロ座ということになる。そして、やがてチーグ座すなわち神送りの座に向かうこ
とになる。ここで歌われるニシヌヒータ（それの先行歌謡を含む）もまたこれに即応して神迎
えを歌い、神送りを歌う。この神歌はまた、それまで歌われてきた幾つかの神歌の集成でもあ
粟国島のヤガン折目
107
る。ウネージャクウムイ・現行のキートマー・ワガフシマママニはニシヌヒータ（それの先行
歌謡を含む）の要素なのである。
●●
祭と政儀礼と神歌をみてみると、祭と政の関係もかなり明らかである。ウンヌキグトゥは
● ●
政の側の代表である村役人が神あるいは神人に向けてシマの繁栄を祈願するものである。政の
側の男たちが神譲（特に神酒）を準備しているのは、ウネージャクウムイやキートマー〈オー
ヒヤーヒ＞そして国御儀式あるいはオナイジャクオモリ・コネリ御唄における神酒の準備に通
じている。村役人はすなわち与那城御年寄り・与那城貴み人と同じ位置づけにあり、この元祖
の後喬である。この村役人と神女の関係の原形は、『沖縄の祭祀』が想定するように首長･按司
たるエケリ（兄）が姉妹神であるオナリ神に祈願するところにあるであろう。神歌に出てくる
「親チチ・親ノロ」とはこの両者のことである。しかし、ノロ制度は王権の介入とともに島に
導入されたもので、与那城貴み人の時代にもし王権が介入していないとすると、与那城貴み人
を根人とし、その姉妹神としての根神の存在を想定しなければならない。その根神がすなわち
スイミチなのかもしれない。いずれにしろ、祭（聖）の世界を支える政（俗）の世界があり、
神女（姉妹神）に奉仕する島の男（兄弟）は祭りに欠かせない存在であるから、神歌において
も理想的な男子が讃美されることになる。その典型的な男子像がチャワントンマチガニなので
ある。祭りは日常世界を集約しているのをみると、神女（姉妹神）と男（兄弟）の相互補完に
よってシマの繁栄が保障されていることがわかる。ノロやスイミチなどの神女に対して、親チ
チ・与那城御年寄り・与那城貴み人やサバクリ・ミクサジそしてチャワントンマチガニがいる
のである。
今後の課題以上、祭りの崩れ方が激しいために、由来謹や儀礼そして神歌を理解すること
に精一杯であった。それでもヤガン折目の本来の相の解明というねらいにはいささかなりとも
近づいたと思う。『沖縄の祭祀』が説くように与那城貴み人は本当にスイミチにセジ（霊力）を
授けているのだろうか。また、この祭りの古さはどこまで遡れるのであろうか。そしてまた、
カンザトプシ
南島の昔話の類型から類推して、粟国島に伝わる神里節に出てくる神がヤガンの神と同じであ
るとする遠藤庄治氏「沖縄の来訪神伝承」（『沖縄国際大学文学部紀要』昭和58年）の魅力的な
説もあるが､祭りの現場とそれにまつわる種々な伝承を理解しなくては先に進めないであろう。
これから考えなければならないことは多い。
最後に粟国村のみなさんにお礼を申し上げます。インフォーマントの名は載せてきたが、こ
の他に村長さんを始めとする村教育委員会の職員や元教育委員長の安里栄昌氏には大変お世話
になりました。（昭和63年初冬の候に成稿）
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(写真1）村長以下が神女にウンヌキグトゥ
を奏している。床盆を肩にしたミク
サジが中央後ろに立っている。
(写真2）神女たちがウネージャクウ
ムイを歌った後に、島人に神
酒を授ける。
(写真3）楽人たちが神人の傍で鼓と鉦
を打っている。．
(写真4）神女たちが立チウムイを歌い舞ってい
る。〈いずれの写真も橋本千栄子氏提供＞
（補)余白があるので、私の聞き取りした粟国島に伝わる兄妹始祖伝承を紹介しておく。「島の
ヤマトガー チヂアギ
西方にある大和井の坂から海賊が襲い、ジャハナ頂（陸と浜の間にあった森）に島人を集めて
皆殺しにした。この時、大和人のウミナイ、ウイビー（兄妹）は死者の血を自分の首に塗って
死んだふりをし、助かった。やがて兄妹は夫婦になり、その血筋が栄えて今の島人に流れてい
る｡」（民宿波止場の家刀自談)。兄妹が「大和人」であったというのは「大和井」などにひかれ
た付会の説であろう。
